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木祖村立木祖中学校


  



	木祖村は、長野県の西南端木曽郡の北東部で、木曽川の最上流部に位置し、2,000m級の山岳に囲まれた総面積140.46平方kmの山村です。
	北は東筑摩郡朝日村、北西は松本市奈川、東は塩尻市楢川、南は木曽町日義、西は木曽町開田高原および木曽町福島に接しています。
	地質は秩父古生層と花崗岩に属し、村の東側に位置する鳥居峠は太平洋にそそぐ木曽川と日本海にそそぐ奈良井川の分水嶺になっています。
	木祖村の村花は「リンドウ」、村木は「トチノキ」です。
	「リンドウ」は校章 のデザインにもなっており、『厳しい自然にも毅然として立つ姿は木祖中生徒・ 職員の求める姿である』と述べられています。






 

      

 


     	
		   
	      	深雪せる･･･皆さんに感謝！
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　既に３月半ばですが、昨日も１日雪となり、ここにきて、

毎週まとまった雪に見舞われています。

　夜間に除雪車が入っていただいているので、駐車場は

きれいになっていますが、通学路は人力で除雪します。

　６時前から、職員や地域の方が、通学路の確保のため、

雪かきをしてくれています。

 

　大正から昭和にかけて下伊那で小学校の教員をされていた

林芋村（はやしうそん）先生は次のような歌を詠まれています。

『深雪せる　野路に小さき　沓(くつ)の跡　われこそ先に　行かましものを』

　この歌の意味は、深い雪の降った朝、自宅から学校へ行く時、

先に行った子供達のわら靴の足跡を見つけ、子供達への愛情と自分を責める気持ち

を表したそうです。

ここ木祖村にも、生徒達のために、尽力してくださる皆さんがたくさんいます。

　自分を支えてくださる方が身近にたくさんいることを、生徒達に伝えていきたいと

思っています。
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		最近の投稿

			
					本年度最初のあいさつ運動
											2024年4月8日
									
	
					忙しい１日でした
											2024年4月5日
									
	
					１８名の新入生　入学おめでとう
											2024年4月5日
									
	
					入学式に彩り
											2024年4月5日
									
	
					年度末から新年度へ
											2024年4月1日
									
	
					３学期終業式
											2024年3月15日
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